








要旨:新生児医療の地域化体制を整えた新生児センター(3次NICU)での長期入院例(90日以

上)の検討を行った。 

超未熟児群では救命例の全例が長期入院例であり、極小未熟児群では救命例の 42.2%、未

熟児群では救命例の4.2%、成熟児群では、同様に 2.2%であった。超・極小未熟児群の長期

入院例を検討した結果では、初期の 2例を退院後に慢性肺疾患で失ってはいるが、在宅酸

素療法を必要とする慢性肺疾患例の経験はなく、在宅酸素療法の基準の設定は困難である

が、超・極小未熟児では長期入院で対処することが可能であると考えられた。 


